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健康・医療戦略へのさらなる提言 

 

黒川 清 政策研究大学院大学アカデミックフェロー 

東京大学名誉教授 

日本医療政策機構代表理事 

 

グローバル世界への対応 

１．PMDAへの新薬等申請書の元本は「英語」でも可とすること。 

２．健康・医療戦略推進法、日本医療研究開発機構法、改正薬事法、薬 

事審査ガイドライン等は英語版も同時にウェブサイトに公表すること。 

３．公的資金、民間資金、個人寄付を合わせて、官民共同のファンドを作 

  ることの検討を早急に開始すること。 
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参与会合意見書 

 

認知症に対する取り組み強化について 

 
2014 年 7 月 10 日 

黒川 清  
日本医療政策機構 代表理事 

内閣官房健康・医療戦略室健康・医療戦略参与 
世界認知症諮問委員会（World Dementia Council）委員 

 
○ 背 景 
・ 認知症に対する取り組みは、先進各国で最重要課題のひとつに位置づけられている。 
・ 昨年 12 月には、英国キャメロン首相の呼びかけで「G8 認知症サミット」が開催

され、我が国もその宣言ならびに共同声明に合意した。 
・ 同合意を受け、英国政府は「世界認知症諮問委員会（World Dementia Council）」

を発足（本年 4 月）、我が国からは黒川が委員に指名され、諸会合に参加している。 
・ 高齢社会の課題先進国である日本には、特に強いリーダーシップを発揮することが

期待されている。 
・ 上記に関連し、本年 11 月に認知症に関する国際会議が東京で開催される。 
（テーマ；「認知症の新たな予防とケアモデル(仮)」、担当：厚生労働省）。 
 

○ 提 案 

  認知症に対する取り組みを日本国政府の重要課題と位置付ける。 

１．首相官邸主導のタスクフォースチームを組織 
健康医療戦略参与会合の下にタスクフォースチームを組織し、省庁横断的かつ

官民一体となった取り組みを強力に加速、世界をリードする。 
 
２．成長戦略実現の観点から幅広い解決策を推進 

タスクフォースチームでは、医薬品や医療技術に留まらない、ロボット技術、

ビックデータ、GPS による見守りサービス等、我が国の強みを最大に生かした

解決策を推進、世界に先駆けてこれらを示す。 
    以上 
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黒川参与提出資料３ 



G8認知症サミット 
2013年12月（ロンドン） 

・英キャメロン首相の呼びかけ
でG8各国保健・科学技術大臣
らによるサミットを開催 
 
・日本からは土屋厚生労働副
大臣が出席し、サミット宣言と
共同声明に合意 

写真：英国保健省HP・厚生労働省HPより 



World Dementia Councilに黒川清が任命される 
2014年4月（ロンドン） 

・世界各国から、国際機関や企業幹
部、有識者ら13名が任命される 
 
・日本からは唯一、黒川清が任命され、
4月の初会合に出席 

写真：英国保健省HPより 



World Dementia Council （世界認知症諮問委員会） 
委員一覧 

氏名 所属・役職 所属機関所在地

ウィリアム・キャステル卿　 ウェルカムトラスト会長 英国

デイブ・サリー・ディビス　 イングランド保健局チーフ・メディカル・オフィサー 英国

ティム・エヴァンス 世界銀行健康・栄養・人口問題ディレクター 国際機関（本部ワシントンDC)

フランヅ・ヒューマー ロシュ会長 多国籍企業（本社スイス）

イベス・ジャネット　 カナダヘルスリサーチ研究所サイエンスディレクター カナダ

マーチン・ナップ　 ロンドンスクールオブエコノミクス教授 英国

黒川 清　 日本医療政策機構代表理事／政策研究大学院大学アカデミックフェロー 日本

イェビス・レティーム　 経済協力開発機構（OECD）副事務総長 国際機関（本部パリ）

レイジ・ロング　 ビル＆メリンダゲイツ財団 シニアレギュレタリーオフィサー 米国

ピィエルイジ・ニコテラ　 ドイツ神経変性疾患センター会長兼科学ディレクター ドイツ

ロナルド・ピーターソン　 メイヨーアルツハイマー病リサーチセンター ディレクター 米国

ポール・ストッフルズ ジョンソン・エンド・ジョンソン チーフサイエンスオフィサー 多国籍企業（本社米国）

ジョージ・ヴラデンバーグ　 ヴランデンバーグ財団会長／米国アエインスト・アルツハイマー会長 米国

氏名・肩書き等は仮訳 



Global Dementia Legacy Event 
2014年6月（ロンドン） 

・G8認知症サミットのフォローアップ会

合としてロンドンで開催され、世界各
国の政府関係者、専門家ら約300名
が出席 
 
・同様の国際会議が、カナダ（9月）、
日本（11月）、米国（15年2月）で開催
予定 

写真：英国保健省HPより 
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